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い
ッ
！
」
で
「
多
古
町
の
大
和
芋
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
市
場
の
評

判
を
聞
い
て
取
材
に
来
た
と
の
こ
と
。

千
葉
県
内
で
は
多
古
町
、
干
潟
町
（
現

在
旭
市
に
編
入
）、
香
取
市
、
佐
倉
市
が

ヤ
マ
ト
イ
モ
産
地
で
あ
る
が
、
県
産
の
半

分
近
く
は
多
古
産
で
あ
る
。
関
東
で
は
群

馬
、
埼
玉
も
産
地
で
あ
る
が
、
群
馬
は
加

工
用
が
多
い
。
市
場
で
は
「
多
古
」
が
人

気
が
あ
る
。自
然
薯
に
近
い
強
い
粘
り（
ト

ロ
）
と
ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
り
、
品
質
が

評
価
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ａ
ラ
ン
ク

で
群
馬
産
が
２
０
０
０
円
の
と
き
、
多
古

産
は
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
１
ケ
ー
ス
１

０
０
０
円
差
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の
効

果
だ
。
生
産
量
で
は
全
国
２
位
、
生
産
金

で
あ
る
。
水
田
は
粘
土
質
な
た
め
コ
メ
作

り
に
適
し
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
へ
の
献

上
米
で
あ
っ
た
。
現
在
も
、「
多
古
米
」（
品

種
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
有
名
で
、
多
古
米
の
袋
を
他
産
地
が

使
っ
た
偽
物
も
出
回
っ
て
い
る
。
日
本
の

コ
メ
作
り
百
選
に
も
選
ば
れ
た
（
全
中
・

日
本
農
業
新
聞
選
定
、
１
９
９
０
年
）。

町
の
中
心
を
栗
山
川
が
縦
断
す
る
よ
う
に

流
れ
、
両
脇
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

台
地
の
畑
は
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
（
イ
チ
ョ

ウ
イ
モ
）、
カ
ン
シ
ョ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ

イ
コ
ン
な
ど
の
根
菜
類
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
が
、
多
古
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
全
国
的
に

有
名
で
あ
る
。
今
年
１
月
21
日
（
日
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
朝
８
時
25
分
「
う
ま

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
を
訪
問
し
た
。

成
田
空
港
の
隣
（
東
側
）
で
あ
る
。
関
東

ロ
ー
ム
層
の
肥
沃
な
大
地
が
広
が
り
、
農

業
が
盛
ん
で
あ
る
。
香
取
郡
は
農
家
の
高

齢
化
と
と
も
に
、
こ
の
５
年
、
実
習
生
が

増
え
、
県
内
で
は
旭
市
に
次
い
で
実
習
生

の
多
い
地
域
だ
。

（
注
）
悠
久
の
歴
史
が
あ
る
多
古
町
も
農
業
生
産
力

が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
多
古
町
園
芸
部
会

の
出
荷
金
額
は
１
９
８
９
〜
２
０
０
３
年
度
は
30

億
円
前
後
あ
っ
た
が
、
04
年
以
降
は
25
億
円
に
減

少
し
て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
の
影
響
と
見
ら
れ

て
い
る
。

多
古
町
は
弥
生
時
代
か
ら
稲
作
が
盛
ん
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叶 芳和

ヤ
マ
ト
イ
モ
の
有
名
産
地

高
所
得
農
家
の
増
加

1

　

実
習
生
の
有
無
が
農
業
継
続
か
離
農
か
の
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
５
年
、
実
習
生
が
ど
ん
ど

ん
増
え
た
。
農
業
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
か
ど
う
か
は
土
壌
や
農
薬
な
ど
の
問
題
で
は
な
く
、
労
働
力
の
有

無
に
な
っ
て
き
た
。
全
国
有
数
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
産
地
で
、
実
習
生
の
“
効
果
”
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

70
歳
、実
習
生
入
れ
て
規
模
維
持
、

実
習
生
な
し
は
後
継
者
な
し

Ｊ
Ａ
多
古
町 

大
和
芋
部
会（
千
葉
県
）

外
国
人
実
習
生
の
現
地
ル
ポ　
実
態
と
課
題
と
展
望　

第
２
回

農業は

になった！

先進国型産業

14
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農業は先進国型産業になった！  
外国人実習生の現地ルポ　第２回
70歳、実習生入れて規模維持、実習生なしは後継者なし14

額
で
は
全
国
１
位
ら
し
い
。

現
在
、
築
地
、
大
田
、
横
浜
な
ど
22
の

卸
市
場
に
出
し
て
い
る
が
、
市
場
外
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
加
工

野
菜
の
市
場
か
ら
も
出
荷
し
な
い
か
と
誘

わ
れ
て
い
る
。
多
古
や
ま
と
芋
は
人
気
が

あ
る
よ
う
だ
。
現
状
は
供
給
不
足
気
味
で

あ
る
。

近
年
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
農
業
は
急
速
に
変

わ
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
多
古
町
大
和
芋
部
会

は
30
年
前
、
会
員
が
95
人
い
た
。
現
在
、

市
場
出
し
農
家
は
56
人
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト

イ
モ
は
高
付
加
価
値
で
あ
る
が
、
栽
培
・

収
穫
・
出
荷
に
「
手
間
」
が
掛
か
る
。
特

に
収
穫
や
冷
蔵
庫
コ
ン
テ
ナ
積
み
な
ど
、

機
械
化
で
き
て
い
な
い
現
在
の
技
術
体
系

で
は
き
つ
い
作
業
で
あ
る
（
実
習
生
に
言

わ
せ
る
と
、
芋
は
泥
で
汚
い
）。
そ
の
た

め
、
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
で
、

市
場
出
し
は
56
人
に
減
っ
た
。
労
働
力
の

な
い
人
は
単
価
の
安
い
加
工
用
向
け
で
あ

る
。
引
き
続
き
市
場
出
し
し
て
い
る
農
家

は
実
習
生
を
入
れ
て
労
働
力
を
確
保
し
つ

つ
、
借
地
で
規
模
拡
大
し
て
い
る
。

市
場
出
し
と
加
工
用
は
価
格
が
違
う
。

Ｊ
Ａ
多
古
町
の
昨
年
実
績
で
、
市
場
出
し

は
１
ケ
ー
ス
（
４
㎏
）
２
６
０
０
円
（
１

㎏
６
５
０
円
）、
加
工
用
は
20
㎏
５
５
０

０
円
（
１
㎏
２
７
５
円
）
で
あ
る
。
２
倍

以
上
も
違
う
。
加
工
用
で
は
利
益
が
出
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
等
級
格
差
が
あ
り
、
市

場
出
し
の
場
合
、
高
い
も
の
は
３
５
０
０

円
、
安
い
も
の
は
２
０
０
０
円
の
価
格
差

が
あ
る
（
注
、Ｊ
Ａ
多
古
町
は
最
上
級
「
Ａ

棒
」
が
多
い
と
い
う
）。

10
ａ
当
た
り
収
益
は
、
市
場
出
し
の
場

合
、
60
万
〜
80
万
円
で
あ
る
。
５
ha
農
家

の
場
合
、
粗
収
入
３
０
０
０
万
〜
４
０
０

０
万
円
だ
。

Ｊ
Ａ
の
大
和
芋
部
会
長
・
須
永
和
良
氏

（
60
）
に
取
材
し
た
。
須
永
氏
は
現
在
10

ha
で
ヤ
マ
ト
イ
モ
を
栽
培
し
、
当
地
で
は

一
番
規
模
が
大
き
い
（
１
０
０
％
借
地
）。

粗
収
入
７
０
０
０
万
〜
８
０
０
０
万
円

（
筆
者
推
定
）。
埼
玉
県
の
出
身
で
、
父
・

吉
治
さ
ん
の
代
か
ら
多
古
に
移
り
、
ヤ
マ

ト
イ
モ
栽
培
を
営
ん
で
い
る
。
多
古
町
に

ヤ
マ
ト
イ
モ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
約
50
年

前
（
１
９
６
０
年
代
）
で
あ
る
が
、
須
永
さ

ん
の
父
が
伝
え
た
と
言
わ
れ
る
。（
注
、
千

葉
県
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
栽
培
は
１
９

４
０
年
に
佐
倉
市
で
始
ま
っ
た
）。

収
穫
は
10
〜
３
月
、
出
荷
は

周
年
、
市
場
価
格
を
見
て
出
す

ヤ
マ
ト
イ
モ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

「
農
協
」
的
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、

収
益
率
が
高
い
。

ヤ
マ
ト
イ
モ
は
５
月
に
植
え
付

け
、
10
月
中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま

り
、
３
月
20
日
頃
ま
で
に
収
穫
す

る
。
約
５
カ
月
間
と
期
間
は
長
い

（
注
、
３
月
20
日
以
降
に
な
る
と
、

休
眠
が
終
わ
り
発
芽
す
る
）。
収

穫
後
は
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
（
室

温
２
℃
）。
冷
蔵
庫
の
な
い
小
零

細
農
家
は
収
穫
と
同
時
に
出
荷
す

る
。
市
場
の
価
格
は
４
〜
６
月
が

一
番
高
い
。
３
月
ま
で
は
小
規
模
農
家
が

収
穫
即
出
荷
す
る
の
で
、
供
給
圧
力
が
強

い
か
ら
だ
。（
注
、
冷
蔵
庫
の
投
資
は
坪

60
万
円
、
15
坪
９
０
０
万
円
も
す
る
の
で

小
零
細
農
家
は
で
き
な
い
）。

冷
蔵
庫
を
保
有
し
て
い
る
農
家
は
、
市

場
の
値
動
き
を
見
な
が
ら
、
価
格
が
高
い

時
、
出
荷
す
る
。
冷
蔵
庫
は
保
管
場
所
で

は
な
く
、
投
機
の
た
め
の
設
備
投
資
な
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
。

多
古
町
大
和
芋
部
会
は
11
の
支
部
に
分

か
れ
る
が
、
須
永
さ
ん
は
五
辻
支
部
に
属

す
る
。
五
辻
支
部
は
15
人
か
ら
成
り
、
多

古
町
で
一
番
多
い
。栽
培
面
積
は
50

ha（
出

作
を
含
む
）。
共
同
選
果
場
を
持
っ
て
い

る
。
農
協
の
園
芸
部
会
で
あ
る
か
ら
、
農

協
出
荷
、
共
販
で
あ
る
（
注
、
多
古
町
は

共
販
率
が
高
く
、
個
人
出
荷
は
１
人
。
１

ha
の
小
規
模
農
家
で
道
の
駅
等
に
出
し
て

い
る
）。

し
か
し
、
共
販
で
あ
る
が
、
い
つ
出
荷

す
る
か
は
農
協
で
は
な
く
、
大
和
芋
部
会

で
決
め
る
。
市
場
の
値
動
き
を
見
な
が
ら

だ
。
市
場
情
報
を
分
析
し
、
高
値
の
時
、

出
荷
す
る
こ
と
で
、
昨
年
の
市
場
出
し
は

１
ケ
ー
ス
２
６
０
０
円
に
な
っ
た
。
五
辻

支
部
の
メ
ン
バ
ー
は
４
〜
５
ha
規
模
に
規

模
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
年
間
粗
収
入
は

表１　JA多古町大和芋部会の推移

　会員数 　　　年出荷量

30 年前 　　95 人
市場向け 45 万ケース

（1,800t）

現　状

　　56 人 市場向け 35 万ケース

　　20 人 加工用　 3.4 万ケース

（計 76 人） （計 2,000t）

（注１）須永和良氏の話及びJA多古町総会資料（2017年度）による
（注２）市場出しは1ケース4㎏、加工用は1ケース20㎏
（注３）30年前は加工用はなかった
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３
０
０
０
万
〜
４
０
０
０
万
円
と
高
所
得

者
が
多
い
。

実
習
生
入
れ
て
規
模
拡
大
、

実
習
生
な
し
は
後
継
者
な
し

2
五
辻
支
部
の
共
同
選
果
場
で
、
真
空

パ
ッ
ク
そ
し
て
化
粧
箱
詰
め
作
業
中
の
実

習
生
た
ち
に
会
っ
た
。
明
日
か
ら
植
え
付

け
（
マ
ル
チ
）
の
仕
事
と
言
っ
て
い
た
。

単
純
労
働
な
の
で
、
半
年
あ
れ
ば
、
仕
事

は
十
分
慣
れ
る
よ
う
だ
。

当
日
の
出
荷
当
番
の
農
家
が
集
ま
っ
て

い
た
。
須
永
さ
ん
（
10

ha
、
全
部
借
地
）

は
労
働
力
は
夫
婦
＋
後
継
者
＋
実
習
生
２

人
の
計
５
人
で
あ
る
。
15
年
前
か
ら
実
習

生
を
導
入
し
た
（
当
時
は
５
ha
、
中
国
人

１
人
）。
６
年
前
か
ら
実
習
生
は
タ
イ
人

に
変
わ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
徐
々
に
規
模

拡
大
し
、
２
年
前
に
10

ha
に
な
り
、
実
習

生
２
人
に
増
え
た
。

平
山
重
義
さ
ん
（
５
ha
、
う
ち
自
作
４

ha
）
は
昨
年
か
ら
実
習
生
を
入
れ
た
。
一

番
品
質
が
良
い
と
衆
目
一
致
す
る
と
こ
ろ

だ
。
秘
訣
を
聞
く
と
、
良
い
種
を
選
ん
で

植
え
付
け
て
い
る
ら
し
い
（
棒
状
の
太
目

の
形
の
良
い
も
の
）。
千
本
木
政
春
さ
ん

（
５
ha
、
う
ち
自
作
１
・
５
ha
）
も
、
昨

年
か
ら
実
習
生
を
入
れ
た
。
従
来
、
シ
ル

バ
ー
を
雇
っ
て
い
た
が
、
80
歳
の
高
齢
に

な
っ
た
の
で
実
習
生
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

途
中
か
ら
、
他
支
部
の
作
田
さ

ん
（
49
歳
、４
ha
）
が
加
わ
っ
た
。

筆
者
に
同
行
し
て
い
た
東
日
本
組

合
参
事
末
吉
氏
（
先
月
号
参
照
）

に
組
合
加
盟
、
実
習
生
受
入
れ
を

申
し
込
む
た
め
で
あ
る
。
母
が
80

歳
に
な
っ
た
。
栽
培
面
積
を
減
ら

し
た
く
な
い
の
で
、
実
習
生
を
今

年
１
人
、来
年
１
人
入
れ
る
予
定
。

５
年
後
３
人
く
ら
い
に
増
や
し
た

い
と
い
う
（
６
〜
７
ha
目
指
す
）。

日
本
人
を
雇
い
た
く
て
も
、
常

雇
い
で
き
る
日
本
人
は
農
村
に
は

い
な
い
。
シ
ル
バ
ー
を
雇
用
し
て

い
て
も
、
80
歳
に
な
れ
ば
限
界
、

そ
こ
で
、
外
国
人
実
習
生
へ
の
切

り
替
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
動
き
は
、
こ
の
５
年
間
に
急
速
に
進
ん

だ
よ
う
だ
。

農
家
が
高
齢
化
し
、
実
習
生
を
入
れ
て

作
付
規
模
を
維
持
し
た
い
と
考
え
る
よ
う

だ
。
当
初
は
規
模
維
持
の
た
め
実
習
生
導

入
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
欲
が
出

て
、
規
模
拡
大
に
向
か
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
実
習
生
を
入
れ
な
い
と
経
営
の
現
状

維
持
さ
え
で
き
な
い
。
ま
た
、
実
習
生
を

入
れ
て
規
模
拡
大
す
る
農
業
経
営
者
が
い

な
い
と
、
離
農
者
ば
か
り
で
、
地
域
は
衰

退
に
向
か
う
。

最
近
、
若
い
人
が
実
習
生
を
使
い
始
め

て
い
る
よ
う
だ
。規
模
拡
大
目
的
で
あ
る
。

２
ha
の
農
家
が
３
〜
４
ha
、
あ
る
い
は
４

〜
５
ha
に
規
模
拡
大
し
た
。
土
地
は
探
す

気
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
出
て
く
る
。
10
ａ
当

た
り
地
代
は
高
く
て
２
万
円
、
１
万
円
も

あ
れ
ば
、
タ
ダ
の
場
合
も
あ
る
。
先
述
の

よ
う
に
、
10
ａ
当
た
り
粗
収
入
は
60
万
〜

80
万
円
で
あ
り
、
地
代
コ
ス
ト
は
極
め
て

小
さ
い
。

農
本
主
義
が
離
農
を
導
い
た

５
ha
規
模
に
な
る
と
、
粗
収
入
３
０
０

０
万
〜
４
０
０
０
万
円
の
高
収
入
に
な
る

の
で
、
後
継
者
が
出
る
。
70
歳
に
な
り
、

実
習
生
が
い
れ
ば
農
業
継
続
で
き
る
が
、

実
習
生
が
い
な
け
れ
ば
後
継
者
も
出
な

い
。
実
習
生
の
有
無
が
農
業
継
続
の
分
岐

点
に
な
っ
て
い
る
。

農
村
の
現
実
は
、
高
齢
夫
婦
二
人
で
農

業
を
営
ん
で
き
た
が
、
80
歳
を
超
え
、
限

界
を
超
え
て
い
る
産
地
が
あ
る
。
絶
対
的

に
、
雇
用
を
入
れ
な
い
限
り
農
業
継
続
で

き
な
い
の
が
現
実
だ
。

実
習
生
を
入
れ
れ
ば
、
楽
に
な
れ
る
、

規
模
拡
大
も
で
き
る
と
い
わ
れ
て
も
、
そ

れ
を
実
行
し
な
い
人
は
い
る
。
伝
統
的
な

家
族
経
営
主
義
か
ら
、「
雇
用
」
を
嫌
う

哲
学
の
人
た
ち
が
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の

人
の
哲
学
が
リ
タ
イ
ア
を
選
択
さ
せ
て
い

る
の
だ
。
昔
な
が
ら
の
「
農
本
主
義
」
が

強
く
残
っ
て
い
る
人
た
ち
が
離
農
の
道
を

歩
ん
だ
訳
で
あ
る
。
農
業
経
営
に
つ
い
て

の
哲
学
が
原
因
だ
。

「
農
村
は
変
わ
っ
た
」。
こ
れ
を
理
解
で

き
な
い
と
農
業
は
で
き
な
い
。「
農
家
」

か
ら
「
農
業
経
営
者
」
へ
の
脱
皮
が
必
要

な
よ
う
だ
。
人
を
使
え
る
「
経
営
力
」
が

必
要
だ
。

五
辻
支
部
（
15
人
）
は
、
高
齢
化
が
進

み
、
５
年
後
、
農
家
の
３
分
の
１
は
減
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
残
っ
た
人

た
ち
の
規
模
拡
大
、
実
習
生
の
増
加
が
続

き
そ
う
だ
。

現
状
、
多
古
町
に
は
約
３
０
０
人
の
外

国
人
実
習
生
が
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
共

同
選
果
場
に
集
ま
っ
た
農
業
経
営
者
た
ち

に
よ
る
と
、「
五
辻
支
部
に
10
数
人
、
隣

の
支
部
も
10
人
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
農
家
全
体

で
は
30
人
い
る
。
カ
ン
シ
ョ
、ニ
ン
ジ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
の
根
菜
類
は
ヤ
マ
ト
イ
モ
よ
り

実
習
生
が
多
く
、
一
番
大
き
い
支
部
は
経
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農業は先進国型産業になった！  
外国人実習生の現地ルポ　第２回
70歳、実習生入れて規模維持、実習生なしは後継者なし14

営
者
80
人
だ
か
ら
実
習
生
が
１
６
０
人
い

る（
１
戸
２
人
）。ハ
ウ
ス
農
家
に
も
い
る
。

多
古
町
全
体
で
は
３
０
０
人
く
ら
い
い
る

の
で
は
な
い
か
」。

（
注
）多
古
町
に
は
不
法
就
労
者
は
い
な
い
よ
う
だ
。

し
か
し
、
隣
の
旭
市
は
多
い
ら
し
い
。
観
光
ビ
ザ

で
入
国
し
、
当
局
に
摘
発
さ
れ
る
ま
で
働
く
。
タ

イ
人
手
配
師
が
日
本
と
タ
イ
の
両
方
に
居
て
、
日

本
に
い
る
手
配
師
が
仕
事
を
用
意
し
て
呼
ぶ
。
彼

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
は
、
困
っ
た
ら
茨

城
県
の
鉾
田
か
鹿
嶋
、
あ
る
い
は
千
葉
県
の
旭
に

行
け
と
書
い
て
あ
る
と
い
う
（
事
情
通
の
話
）。

２
０
１
５
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
多
古
町
の
農
業
経
営
体
に
よ
る
「
常

雇
」
人
数
は
３
０
４
人
で
あ
る
（
表
２
）。

５
年
で
倍
増
の
ペ
ー
ス
で
増
え
る
と
仮
定

す
る
と
、
現
在
の
常
雇
は
約
４
０
０
人
で

あ
る
。
３
０
０
人
が
外
国
人
実
習
生
と
す

る
と
、
常
雇
に
占
め
る
実
習
生
の
割
合
は

約
7
割
で
あ
る
。

「
雇
用
型
農
業
」
が
伸
び
て
い
る
。
表
２

に
示
す
よ
う
に
、
千
葉
県
の
農
業
経
営
体

数
は
05
年
６
万
４
３
２
５
、
10
年
５
万
５

３
８
７
、
15
年
４
万
４
９
８
５
と
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
間
、
常
雇

の
い
る
経
営
体
数
は
１
３
０
２
、
１
８
９

０
、
２
２
８
９
と
増
え
、
常
雇
人
数
は
６

３
１
５
、
６
４
４
７
、
８
５
８
６
と
急
増

し
た
。時
代
の
ト
レ
ン
ド
は
明
白
で
あ
る
。

実
習
生
の
実
像

3
共
同
選
果
場
で
、
タ
イ
東
北
部
か
ら
の

実
習
生
３
人
に
会
っ
た
。
写
真
右
か
ら

ウ
ド
ム
シ
ン
さ
ん
（
30
歳
、
サ
コ
ン
ナ

コ
ン
県
）、
ウ
ッ
テ
ィ
チ
ャ
イ
さ
ん
（
33

歳
、
サ
コ
ン
ナ
コ
ン
県
）、
ポ
ン
パ
ン
さ

ん
（
22
歳
、
ウ
ド
ン
タ
ー
ニ
県
）。
３
人

と
も
水
田
農
家
の
出
身
で
あ
る
。
実
家
の

水
田
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
20
〜
40
ラ
イ（
３
・

２
〜
６
・
４
ha
）
で
あ
る
が
、
今
の
実
習

先
農
家
と
ど
っ
ち
が
大
き
い
か
質
問
し
た

ら
、
実
家
の
方
が
大
き
い
と
の
答
え
で

あ
っ
た
。

ウ
ド
ム
シ
ン
さ
ん
と
ウ
ッ
テ
ィ
チ
ャ
ン

さ
ん
は
日
本
に
来
る
前
、
バ
ン
コ
ク
で
働

い
て
い
た
。
賃
金
は
月
２
万
円
。

彼
ら
の
賃
金
は
、
残
業
代
込
み
で
20
万

円
を
超
し
て
い
る
（
基
本
給
15
万
円
＋
最

低
賃
金
８
６
８
円
×
１
・
25
×
60
時
間
）。

実
習
生
は
稼
得
の
た
め
残
業
を
し
た
が
る

が
（
監
理
団
体
は
最
低
40
時
間
以
上
を
要

請
）、
月
間
60
〜
70
時
間
が
時
々
あ
る
よ
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う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
１
年
中
継
続
し
て
で

は
な
い
か
ら
、
三
六
協
定
上
、
そ
れ
は
認

め
ら
れ
る
。

な
お
、
日
本
に
来
る
に
際
し
、
彼
ら
は

現
地
の
送
り
出
し
機
関
に
20
万
バ
ー
ツ

（
約
60
万
円
）
支
払
っ
た
。（
注
、
ベ
ト
ナ

ム
の
相
場
は
１
２
０
万
円
）。

実
家
に
送
金
し
て
い
る
。
毎
月
10
万
円

で
、
多
い
人
は
15
万
円
。
バ
ン
コ
ク
で
働

い
て
い
た
時
は
月
給
２
万
円
だ
か
ら
、
大

変
な
大
金
で
あ
る
。
月
給
20
万
円
貰
っ
て

い
る
か
ら
残
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
貯
金

し
て
い
る
？
」
と
聞
い
た
ら
、否
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
ビ
ー
ル
や
ウ
イ
ス
キ
ー
が
大
好

き
ら
し
い
。
江
戸
っ
子
と
同
じ
く
宵
越
し

の
カ
ネ
は
持
た
な
い
よ
う
だ
。
町
に
出
て

居
酒
屋
で
は
な
く
、
ア
パ
ー
ト
の
な
か
で

飲
ん
で
い
る
。

帰
国
後
の
こ
と
を
聞
い
た
ら
、
ウ
ッ

テ
ィ
チ
ャ
イ
さ
ん
は
「
田
ん
ぼ
」
と
答
え

た
が
、
他
の
二
人
は
ま
だ
決
め
て
な
い
と

い
う
。
先
輩
実
習
生
の
な
か
に
は
「
ト
ラ

ク
タ
ー
を
買
う
た
め
に
来
た
」と
い
っ
て
、

貯
金
し
て
帰
国
、
農
業
に
就
い
た
人
も
い

る
が
、
こ
れ
は
例
外
だ
。
日
本
語
を
覚
え

て
、
日
系
企
業
に
就
職
し
た
り
、
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

日
曜
日
は
、
部
屋
の
掃
除
、
勉
強
（
技

能
実
習
評
価
試
験
の
受
験
勉
強
）、
寝
る
、

町
に
買
い
物
も
。
日
本
の
社
会
と
の
交
流

は
な
い
。
バ
ン
コ
ク
で
は
日
曜
の
休
み
は

な
く
、楽
し
い
生
活
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

日
本
に
長
く
居
た
い
と
い
う
。
言
葉
が
ほ

と
ん
ど
通
じ
ず
、「
タ
イ
に
居
た
時
と
今

の
日
本
、
ど
っ
ち
が
い
い
か
」
と
生
活
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
比
較
を
聞
こ
う
と
思
っ
た

が
、
通
じ
な
か
っ
た
。

奥
さ
ん
が
タ
イ
語
を
習
う

共
同
選
果
場
、
パ
ッ
キ
ン
グ
工
程
に
現

地
人
離
れ
し
た
妙
齢
の
女
性
が
い
た
の
で

「
お
上
手
で
す
ね
」
と
声
を
掛
け
た
ら
、

相
手
「
○
×
△
×
△
○
…
…
」（
タ
イ
語

ら
し
い
）。
須
永
さ
ん
の
奥
さ
ん
で
あ
る
。

多
分
と
思
い
な
が
ら
、
冷
や
か
し
半
分
で

語
り
掛
け
た
の
で
あ
る
が
、
相
手
の
方
が

役
者
が
上
だ
っ
た
。
タ
イ
人
実
習
生
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
タ
イ
語
の
勉
強
を
し

た
と
い
う
。

実
習
生
に
よ
る
と
「
お
母
さ
ん
は
や
さ

し
い
」
と
い
う
。
現
地
で
の
面
接
も
奥
さ

ん
が
行
な
っ
た
ら
し
い
。
実
習
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
さ
そ
う
だ
。
奥

さ
ん
が
明
る
く
、心
を
開
い
て
く
れ
る
と
、

実
習
生
と
の
関
係
も
う
ま
く
い
く
。
真
面

目
に
働
く
。
農
家
で
は
奥
さ
ん
の
役
割
が

非
常
に
大
き
い
。

失
踪
そ
の
他
、
実
習
生
に
関
し
て
悪
い

ニ
ュ
ー
ス
も
多
い
が
、
こ
こ
は
そ
う
い
う

問
題
は
な
さ
そ
う
だ
。

取
材
の
現
地
で
、日
本
全
体
を
想
っ
た
。

今
後
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
実
習
生
の

数
は
増
え
る
。
休
日
、
日
本
社
会
と
の
交

流
が
な
い
ま
ま
ア
パ
ー
ト
で
酒
を
飲
ん
で

い
る
が
、
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
は
社
会
の

不
安
定
を
生
む
。
共
生
に
向
け
た
社
会
基

盤
づ
く
り
が
必
要
だ
。
残
業
時
間
を
減
ら

し
て
で
も
（
賃
金
を
高
め
収
入
を
維
持
し

た
ま
ま
）、
共
生
の
た
め
の
交
流
や
社
会

教
育
の
時
間
を
増
や
し
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が

望
ま
し
い
。「
働
き
方
改
革
」「
生
き
方
改

革
」
を
実
習
生
に
も
及
ぼ
す
こ
と
が
大
切

と
思
わ
れ
る
。

経営体数 常雇のある
経営体 常雇人数 

千葉県 2005 64,325 1,302 6,315

千葉県 2010 55,387 1,890 6,447

千葉県 2015 44,985 2,289 8,586

銚子市 1,016 140 296

成田市 1,689 86 403

旭市 2010 2,615 230 940

旭市 2015 2,275 308 1,289

市原市 2,181 53 327

八街市 1,143 82 269

富里市 799 122 372

南房総市 1,999 92 310

匝瑳市 1,503 89 393

山武市 1,821 102 271

香取市 2010 4,247 93 430

香取市 2015 3,406 124 823

多古町 2010 1,224 46 206

多古町 2015 1,021 72 304

東庄町 2010 756 52 161

東庄町 2015 631 72 323

（香取郡） （1,841） （152） （657）

（出所）農水省「2015農林業センサス」ほか

表２　千葉県主な市町村の農業雇用


